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3．業績一覧
1949年4月生まれの筆者は1985年以来奉職してきた桃山学院大学を2020
年3月31日で定年退職する予定である。退職まではあと1年以上あるが，
2018年3月で1968年4月からの大学浪人時代に社会理論に関心をもち始め
て以来50年が経過したので，この機会に50年にわたる自らの社会理論研究
を回顧し研究の展開を総括し，あわせて業績一覧をまとめ，これまで筆者の
主要な業績の発表の場となってきた本誌に，資料として掲載していただくこ
とにした。
1．1968年から1984年まで──修行時代
多くの1968年論が書かれているように，1968年は世界史の転換点となる
激動の年であった。実に多くの出来事が世界的に立て続けに起こった。世界
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が共時性をもって変動し，それは大きな転換点となったことが後に判明した
のである。日本では大学紛争が激化し，大衆団交が流行語となった。大学紛
争，青年の反乱は世界各国で起こり，8月にはソビエト連邦指導下にワル
シャワ連合軍がチェコスロバキアを侵略，民主化運動を弾圧した。私的には
3月の京都大学経済学部受験に失敗し，4月から自宅浪人の生活が始まった。
当時予備校に通う浪人は多くはなく，Z会（学力増進会）会員となり郵送方
式の通信教育を受けながら自宅で受験勉強を続けた。
この動乱の年に大学浪人として受験勉強を続ける中で，社会全体への関心
が強まり経済学にとどまらない広い知的世界を求めるようになった。そして
作田啓一・日高六郎編『社会学のすすめ』（筑摩書房，1968年）に導かれ社
会学専攻が進路希望となり，69年1月の東大紛争による入試中止の影響で，
京大を諦め大阪大学文学部を受験し，何とか4月に哲学科社会学専攻に入学
できた。
しかし，大学紛争のため授業なしの数か月が続き，12月にようやく授業
が開始された。それまで4月以来，クラス討議を初め多くの論争の日々が続
いており，授業がなくても社会学ないし社会理論や思想の勉強をせざるをえ
なかった。その中で鶴見俊輔の著作を読み始め，その導きで吉本隆明の著作
に出会い，鶴見や吉本の思想によって闘争を担う左翼的党派への対抗力を獲
得できた。またマルクス主義自体に対しても，猪木正道の名著『共産主義の
系譜』（角川文庫）を偶然手に取ったことにより，マルクス主義の全体像を
把握でき，マルクス主義を宗教的に崇拝する「時代の病」に陥らずに済んだ
ことは幸いであった。
授業でも新たな出会いがあった。後述のように大学院に進学する際にも支
援していただくことになる徳永恂先生と甲田和衛先生である。徳永先生は北
海道大学から大阪大学に移動されたばかりの頃で，授業は少人数での講義
で，テーマはフランクフルト学派であった。全体性への問いが，認識論的問
題意識とともに魅力的に語られ大きな影響を受けることになった。また，甲
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田和衞先生のゼミではイギリスのマルクス主義的社会学者ボットモアの社会
学概説を講読し，それにより社会学の全体像に目を開かれたのであった。
卒論は「マルクス主義社会学序説」と題し，全体性の認識がすべての社会
学者，思想家の前提にあり，その前提的認識を反省的に把握し構築的に提示
することが社会理論の課題であると主張し，自らの前提的認識として，共同
性（幻想の共同性，国家）と資本主義（社会的生産の可能性と私的所有の限
界）を設定し，生硬で未熟な文章ながら仕上げることができた。
大学卒業時，大学院進学も考えたが，紛争の中で大学生ないし院生の社会
的位置について考えるところもあり，社会の実践的な場で経験を重ねなけれ
ばならない，社会人・職業人として自立するべきであるという気持ちのほう
が強く，知的欲求をも充足できそうなマスコミ・出版業界を目指した。しか
し軒並み不合格となってしまい，望みを果たせないまま営業職募集であった
が本に触れる職業ということで紀伊國屋書店に就職することにした。当時，
粋な文化人として有名であった社長の田辺茂一氏の新宿での最終面接がなつ
かしく思い出される。この紀伊國屋時代は1973年4月から1976年10月ま
で3年半続いた。1975年3月までは新宿の本店で洋書輸入仕入部開発課に
おける新刊情報の編集，75年4月から大阪営業所で営業に従事したが，76
年4月に急性腎炎で長期治療の必要ありと判定され退職して治療に専念する
ことを決断し，同時に大学院への進学を考えた。幸いに入院加療により症状
は改善し，進学の障害にならないレベルまでになったため，1977年2月に
大阪大学大学院人間科学研究科（文学部哲学科の社会学，教育学，心理学は
70年代半ば人間科学部として文学部から分離独立していた）を受験し，お
そらく甲田先生や徳永先生のご配慮もあり合格できたのだった。人間科学研
究科には運動論・組織論の塩原勉先生，アソシアシオン論の田中清助先生，
まだ30歳代の俊秀，厚東洋輔先生，山口節郎先生，杉山光信先生といった
方々が揃っていた。
大学院生活は最初の1年は各種の授業を受け，順調であった。ところが二
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年次となり，修士論文の準備を始めるとたちまち焦りはじめ，空回りが始
まった。卒業論文と同様に，マルクス主義にこだわりながら全体性と一般性
を追究したが，それが裏目に出て着実な研究成果を新たに積んでいくという
より，誇大なストーリーを粗雑に反復するといったデッドロックに突き当
たってしまった。甲田先生からは「純情だねえ」と言われたように，焦燥の
ゆえの空回りが，どれだけ痛々しく先生たちの目に映っていたかを考えると
恥ずかしくなる。
こうして2年目の修士論文は挫折した。1979年1月に提出したものの取
り下げることになった。提出のまま審査され合格となっても後期課程への進
学が認められないこともありえたので，取り下げは先生方のご好意でもあっ
た。3年目に入り，今度こそ失敗は許されないと考えたものの，階級論に
テーマを絞っただけで，基本的姿勢は変わっていなかった。夏休みも焦燥感
に見舞われほぼ空回りに終わった。しかし夏休み明けにアンソニー・ギデン
ズの著作との出会いが訪れた。すでに階級論研究の一環としてギデンズの
『先進社会の階級構造』の翻訳書（みすず書房，1977年）は読んでいたが，
たんなる階級論の一冊という位置づけであった。そんなギデンズの新著が出
ていることを，助手の原田達さん（文学部時代の1年後輩だが，すでに博士
後期課程を終えていた。後述のように2001年から桃山学院大学社会学部で
同僚となったが2007年に龍谷大学社会学部へ移った）に教示され，書店の
見計らい書として納入されていたそれを早速購入した。76年に提示された
ギデンズの構造化理論が一層展開された79年のCentral Problems in Social
Theory（『社会理論の最前線』ハーベスト社，1989年）である。それに
よって構造化理論を一般理論，73年の『先進社会の階級構造』の階級構造
化理論を全体的な社会理論として位置づけ，その検討に基づいて一般理論と
全体理論を統合的に構築していく道を開くという修士論文のアイデアを獲得
でき，修士論文『階級理論の新展開──ギデンズの構造化理論』を完成さ
せ，80年4月には無事に博士後期課程に進学することができた。
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進学後，ギデンズ研究を継続しつつ琵琶湖調査に参加した。東京大学文学
部の高橋徹教授から弟子にあたる阪大人間科学部の山口先生，杉山先生に，
東京大学院生が科研費によって実施する琵琶湖調査への協力要請があり，阪
大院生も参加することになったのである。その調査は，1979年の琵琶湖富
栄養化防止条例制定で話題になっていた琵琶湖保全問題をめぐる行政や社会
運動，そして住民の動きを明らかにすることを目的としており，滋賀に通い
資料収集やインタビューなど調査を実施することになった。院生の君塚大学
さん（2015年3月まで佛教大学教授，16年7月死去）と小林多寿子さん
（現在，一橋大学教授）も参加し，1982年に科研費共同研究報告書が完成し
た。結果的にこの調査への参加は，社会調査の授業も担当できると見なされ
る大きな要因となり，後述の桃山学院大学に採用される際におおいに役立つ
ことになった。
さらに，1983年初めにはスランプ状態にあった論文執筆も，先生方の厳
しい指導や後輩の石丸博さん（現在，愛知教育大学）がふとつぶやいた一言
「宮本さん，主張を生で出しすぎでは。自分の見解をそのまま出そうとする
のではなく，ギデンズとか誰かを論じることを通じて出すほうが良いのでは
ないか」がまさに目から鱗で，着実な文献研究を蓄積し文献を論ずることを
通じて自らの言いたいことを表現するという方向性がようやく明確なものと
なった。
84年1月から助手に採用していただけただけでなく，塩原先生のご配慮
で放送大学の『社会学』のギデンズの章を担当させていただき，『命題コレ
クション』のスメルサーの担当も任せていただき，学術雑誌への投稿論文も
採用されることになった。さらに，同時に進めていた公募への応募も運が向
いてきて，ついに85年2月に桃山学院大学に採用決定となったのである。
その際，恩師の塩原先生の筆頭弟子にあたる桃山学院大学の高坂健次教授
（現在，関西学院大学名誉教授），片桐新自助教授（現在，関西大学教授）や
恩師の徳永先生と旧知の仲であった北川紀男教授（現在，桃山学院大学名誉
社会理論研究50年 １４１
教授）に非常にお世話になったことは決して忘れられない。
2．1985年から現在まで──桃山学院大学での34年
1985年4月から桃山学院大学（当時は北野田キャンパス。95年3月から
和泉キャンパス）での教員生活が始まった。主担当科目は社会学原論であ
り，社会学基礎講義も担当し3年生演習も始まった。以来，途中で研修を一
切取らなかったので，34年間継続して社会学原論を毎年切れ目なく担当し
てきた。演習（ゼミ）も85年の3年生から始まり，34期連続して運営し卒
論集を本学図書館に並べることができた。研究面では，86年に本誌『桃山
学院大学社会学論集』に初めて論文を掲載し，以来継続的に拙稿を投稿して
きた。大学紀要は無駄なメディアだと冷ややかな評価もあるが，この雑誌は
筆者にとっては実にありがたい雑誌で，第1に自由なテーマ設定と展開で持
論を開陳でき，第2にそこで書き溜めたものを改訂しつつ書籍化できる，と
いう大きな意義をもっていた。そこで1年に2本は論文を書くことを義務と
し，可能な限り『桃山学院大学社会学論集』に掲載してきた。
1980年代後半はバブル時代であった。前述の片桐さんや英米文学・現代
思想が専門の難波江和英さん（2019年3月まで神戸女学院大学教授）ら若
手の同僚と飲み歌い議論するというような生活でもあった。しかし，ギデン
ズ研究は継続し論文を書きつつ，大学院時代からの友人である森下伸也さん
（現在，関西大学教授）と前述の君塚大学さんと共著『パラドックスの社会
学』を1989年に新曜社から刊行することができた。教科書ではあるが刊行
後10数年ほどはロングセラーとなり，韓国でも翻訳された。
次いで90年代前半に恩師の塩原勉先生の退官記念出版として，森下・君
塚両氏と『組織とネットワークの社会学』を編集し，大学院時代に先生にお
世話になった10数名の院生から原稿を募り，やはり新曜社から出していた
だくことができた。新曜社の当時の社長で創業者の堀江洪さんのご配慮であ
り，『パラドックスの社会学』もまた堀江さんのご厚意であった。堀江社長
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は60年代の半ば培風館の編集者で，「今日の社会心理」シリーズの一冊『変
動期の社会心理』に運動論を執筆した塩原先生と知り合い，独立して創業し
た新曜社から74年に塩原先生の『組織と運動の理論』を刊行するというつ
ながりであった。
95年のキャンパス移転後，90年代後半に社会学部の大学院設置の話が出
てきた。すでに90年代前半に文学部が最も早く設置していた。文学部には
有資格者が存在していたからである。こうして博士号取得の必要性が高まっ
ていた時，塩原教授退任後の大阪大学人間科学部の大学院を率いていた厚東
教授の勧めで1997年博士論文「ギデンズの社会理論」を提出させていただ
き，先生のご尽力で大村英昭先生（故人），木前利秋先生（故人）のご支援
も受け無事に博士号を授与され，こうして大学院社会学研究科の授業担当資
格を得ることができた。そして博士論文は1998年『ギデンズの社会理論』
として八千代出版から刊行された。担当の編集者山竹伸二氏（現在は著作家
として活躍）との交友が，社会学テキスト作成の話で90年代半ばに始まっ
ており，その縁で刊行していただくことができたのだった。
90年代終わりころから2000年に入って数年，演劇の社会学の展開にも手
を染めた。演劇への関心は80年代後半から90年代半ばまで同僚だった文化
社会学，音楽社会学の小川博司さん（現在，関西大学教授）の導きによる観
劇体験で強まり，小川さんが関大に移動した後も関心を持ち続け，大学の劇
団白埴の公演も欠かさず観賞し，大阪市内の小劇場にも足を運び，同僚との
共同研究プロジェクトで演劇研究を進め，結果的に3本の論文をまとめるこ
とができた。ただし，その後も継続し連作としてまとめるつもりだったが，
残念ながら新世紀になり組織運営職が多忙になり演劇所見もままならなくな
り演劇の社会学の連作は諦めざるをえなくなった。
なお，共同研究としては大学問題の社会学についても触れておきたい。前
述の北川紀男教授と原田達教授，そして上田修教授（産業社会学を担当し，
現在も桃山学院大学）と4人で始めた学内の共同研究プロジェクトであり，
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それは二つの共著論文にまとめられた。大学問題の社会学の展開の始まりは
同僚の引き起こしたセクハラ問題と真剣にかかわったことを契機に執筆した
宮本（2003）にあるが，二つの共著論文は，その後開始された大学問題全般
を対象とした共同研究を踏まえて執筆されたのであった。
2003年には吉本隆明の著作研究を本格化した。2003年頃，前述の原田達
教授が『鶴見俊輔の希望の社会学』（世界思想社）を刊行したので早速一読
し強い刺激を受け，自分も吉本論をまとめなければならないと決心した。そ
れから本誌に数年かけて10本の各論を連載し，それを増補改訂して『吉本
隆明の社会理論』として桃大の出版助成を受け2011年に晃洋書房から上梓
できたのであった。なお，吉本は2012年3月に亡くなったが，それ以後に
吉本論補遺として，宮本（2014および2018）を執筆した。
吉本論と並行して，一般理論・全体理論・認識論から成る社会理論研究も
推進しており，2009年に20年来の社会学原論の講義内容をプリントで配布
してきた資料をもとに大幅な増補改訂を施し『社会理論25講』を上梓でき
た。それは塩原先生の『社会学の理論Ⅰ』（85年の放送大学のテキスト）の
アイデアを基礎に，章立てを倍増し，各章も大幅に増補したテキストで，人
間の本質的特性についての議論を対象化論として確定し，社会の形成の原点
を動物的な群れの超越に求める議論から始まり，相互行為の4つの側面であ
るコミュニケーション，サンクション，エクスチェンジ，コンフリクトを経
て構造の諸相に至り，さらに場と全体という視点で全体的構造に迫り，転じ
て全体的変動を近代化ないし現代化の理論としてまとめ，最後に近代化ない
し現代化の変動，近代化から高度近代（ハイ・モダニティ）への変動過程と
重ね合わせて社会学史を総括するという，筆者の社会理論の達成点を体系的
に提示したものである。
その後2014年から19年にかけて「ギデンズと社会学者たち」という個人
的プロジェクトを展開した。それによって執筆した数本と1998年の『ギデ
ンズの社会理論』刊行以降この20年来のギデンズ論数本をまとめて2020年
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初めに刊行予定なのが『アンソニー・ギデンズと社会理論家たち』であり，
これが桃大時代最後の著作となろう。ギデンズの著作で修士論文を作成し，
博士論文もギデンズ社会理論の総括であり，そして最後の著作もギデンズ論
となった。ギデンズとの出会いがなければこのような研究人生はなかったろ
うと思うと，ギデンズの著作との出会いに感謝するばかりである。
それでは最後に学外の学会等での組織運営にかかわる役割を紹介しておこ
う。現在，日本社会学会，関西社会学会，日本社会学史学会，社会・経済シ
ステム学会，社会学研究会（『ソシオロジ』発行）に所属している。関西社
会学会では理事を4期務め（1999年～2001年。2005年～07年。2011年～
13年。2017年～19年。なお2011年～13年と2017年～19年は常任理事），
2期目の時は研究活動委員長として2005年から2007年までの3回の学会大
会でシンポジウムをコーディネートした。すなわち2005年は「若者論の可
能性，若者の可能性」，2006年は「世代論から見た日本社会」，2007年は
「アジアの中の日本」であり，その内容は関西社会学会の機関誌『フォーラ
ム現代社会学』5号から7号までに収録されている。社会・経済システム学
会は恩師の塩原先生が創設者の一人であり，94年の桃大での学会大会開催
の折に入会し，2004年から2010年まで6年間理事と事務局長を務めた。社
会学研究会は，『ソシオロジ』を編集・発行する同人会議であり，2012年か
ら2015年まで4年間編集委員を務め後半の2年間は全体の取りまとめ役も
担当した。日本社会学会では研究活動委員（1996年から1998年まで），『社
会学評論』編集委員（2010年から12年）などを務めた。なお，『社会学評
論』『現代社会学フォーラム』では査読も断続的ではあるが担当し前者につ
いては2018年10月現在でも査読を行っている。
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3．業績一覧
ここでは単著，共著，共編著，分担執筆，論文（単著・共著），研究ノー
ト・辞典・翻訳・書評・資料の順に筆者の著作目録を示したい。
（1）単著
『ギデンズの社会理論──その全体像と可能性』八千代出版，1998年。
『社会理論25講』八千代出版，2009年。
『吉本隆明の社会理論』晃洋書房，2011年。
『アンソニー・ギデンズと社会理論家たち』晃洋書房，2020年刊行予定。
（2）共著
森下伸也・君塚大学・宮本孝二『パラドックスの社会学』新曜社，1989
年。
森下伸也・君塚大学・宮本孝二『パラドックスの社会学：パワーアップ
版』新曜社，1998年。
（3）共編著
宮本孝二・君塚大学・森下伸也編『組織とネットワークの社会学』新曜
社，1993年。
（4）分担執筆
「琵琶湖総合開発計画への住民参加」（小林多寿子との共著。現代社会研究
会『環境・消費者問題をめぐる行政と住民──琵琶湖問題と合成洗剤問
題』98-115頁，1982年）。
「構造化とパワー」塩原勉編『社会学の理論Ⅱ歴史的展開』日本放送出版
協会，1985年。
「階級と階層」碓井崧ほか編『社会学の焦点を求めて』アカデミア出版会，
1986年。
「集合行動の理論（N・J・スメルサー）」作田啓一・井上俊編『命題コレク
ション社会学』筑摩書房，1986年。
１４６ 桃山学院大学社会学論集 第52巻第2号
「階級と階層」「経済」倉橋重史・丸山哲央編『社会学の視点』ミネルヴァ
書房，1987年。
「演劇の社会学──分析のための基本的視点」『現代演劇の展望』桃山学院
大学総合研究所研究叢書10，1999年。
「階級と階層」碓井崧ほか編『社会学の理論』有斐閣，2000年。
「小劇場演劇の社会的基盤──劇場をめぐって」『芸術・芸能の社会的基
盤』桃山学院大学総合研究所研究叢書20，2005年。
「ギデンズの社会学」新睦人『新しい社会学のあゆみ』有斐閣，2006年。
「構造化理論 A．ギデンズ『社会学の新しい方法規準』（1976）」井上俊・
伊藤公雄編『社会学ベーシックス別巻：社会学的思考』世界思想社，
2011年。
「スポーツをみる──団塊世代のテレビ観戦史」大野哲也・今泉隆裕編
『スポーツをひらく社会学』嵯峨野書院，2019年刊行予定。
（5）単著論文
「階級理論の新展開──アンソニー・ギデンズによるその基礎づけ」『大阪
大学年報人間科学』第2号，1981年。
「社会理論におけるパワー論の位置──アンソニー・ギデンズの場合」『大
阪大学年報人間科学』第5号，1984年。
「パワー概念の分析的有効性──バリー・ヒンデスの提言を手がかりに」
『ソシオロジ』28巻3号，1984年。
「メディアとしてのパワー──パーソンズのパワー論をてがかりに」『大阪
大学年報人間科学』第6号，1985年。
「相互行為の基本類型──社会学原論の体系化の観点から」『桃山学院大学
社会学論集』20巻2号，1986年。
「階級分析の中心問題」『桃山学院大学社会学論集』21巻1号，1987年。
「国家の社会学と二つのパワー」『桃山学院大学社会学論集』21巻2号，
1988年。
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「マクロ社会理論の展開の基本方向──アンソニー・ギデンズの最近の著
作を中心に」『桃山学院大学社会学論集』22巻1号，1988年。
「社会学の理論体系──体系化の準拠枠」『桃山学院大学社会学論集』23
巻1号，1989年。
「権力論の基本問題」『桃山学院大学社会学論集』24巻1号，1990年。
「性差問題と社会学──アンソニー・ギデンズの最近の著作を中心に」『桃
山学院大学社会学論集』24巻2号，1990年。
「社会学における認識論的問題──整理と検討」『桃山学院大学社会学論
集』25巻1号，1991年。
「暴力の社会学──予備的考察」『桃山学院大学社会学論集』25巻2号，
1991年。
「ギデンズの構造化理論──その展開，要点，および意義」『桃山学院大学
社会学論集』26巻1号，1992年。
「ライフ・ポリティックスの時代──ギデンズのモダニティ論をめぐって」
『桃山学院大学社会学論集』26巻2号，1992年。
「現代社会論の基本問題」『桃山学院大学社会学論集』27巻1号，1993年。
「親密関係の社会理論──ギデンズ『親密性の変容』をめぐって」『桃山学
院大学社会学論集』28巻1号，1994年。
「ラディカル・ポリティックスの時代──アンソニー・ギデンズのモダニ
ティ論」『桃山学院大学社会学論集』29巻1号，1995年。
「場と全体──社会学原論の体系的構成に向けて」『桃山学院大学社会学論
集』30巻2号，1997年。
「構造主義，ポスト構造主義と社会理論──ギデンズの議論の紹介と検討」
『桃山学院大学社会学論集』32巻1号，1998年。
「社会学とリフレクシヴィティ」『ソシオロジ』45巻1号，2000年。
「ギデンズのハーバーマス論──社会理論の中心問題をめぐって」『桃山学
院大学社会学論集』33巻2号，2000年。
１４８ 桃山学院大学社会学論集 第52巻第2号
「機能主義的社会理論再考──ギデンズの機能主義批判に基づいて」『桃山
学院大学社会学論集』32巻2号，2000年。
「ポストモダニティの社会理論──批判的検討」『桃山学院大学社会学論
集』35巻2号，2001年。
「ギデンズの社会学──構造化，ハイ・モダニティ，第三の道」『社会学史
研究』24号，2002年。
「演劇の社会学の展開（1）」『桃山学院大学社会学論集』36巻1号，2002
年。
「セクシュアル・ハラスメントの社会学──大学と大学教員の場合」『桃山
学院大学社会学論集』37巻1号，2003年。
「社会学の経営」『フォーラム現代社会学』2号，2003年。
「吉本隆明の社会理論（1）」『桃山学院大学社会学論集』37巻2号，2004
年。
「吉本隆明の社会理論（2）対幻想とは何か」『桃山学院大学社会学論集』
38巻1号，2004年。
「吉本隆明の社会理論（3）資本，国家，運動」『桃山学院大学社会学論集』
38巻2号，2005年。
「吉本隆明の社会理論（4）基礎理論としての心的現象論」『桃山学院大学
社会学論集』39巻1号，2005年。
「吉本隆明の社会理論（5）知識人論」『桃山学院大学社会学論集』39巻2
号，2006年。
「吉本隆明の社会理論（6）『言語にとって美とはなにか』」『桃山学院大学
社会学論集』40巻1号，2006年。
「吉本隆明の社会理論（7）アジア的とは何か」『桃山学院大学社会学論集』
40巻2号，2007年。
「『第三の道』の社会理論」『桃山学院大学社会学論集』41巻1号，2007
年。
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「吉本隆明の社会理論（8）『マス・イメージ論』と『ハイ・イメージ論』」
『桃山学院大学社会学論集』41巻2号，2008年。
「吉本隆明の社会理論（9）宗教をめぐって」『桃山学院大学社会学論集』
42巻1号，2008年。
「吉本隆明の社会理論（10）差別問題をめぐって」『桃山学院大学社会学論
集』42巻2号，2009年。
「吉本隆明の社会理論（11）対象化理論の基本問題」『桃山学院大学社会学
論集』43巻1号，2009年。
「社会システム理論の分析的有効性──『社会理論と社会システム』再考」
『桃山学院大学社会学論集』44巻1号，2010年。
「身体の社会学──ギデンズ社会理論の場合」『桃山学院大学人間科学』第
38号，2010年。
「文化の社会理論の基本問題」『桃山学院大学社会学論集』44巻2号，
2011年。
「現代社会論の新動向──高度近代の社会システムをめぐって」『桃山学院
大学社会学論集』45巻1号，2011年。
「ギデンズとサッチャリズム──社会理論と社会変動」『桃山学院大学社会
学論集』46巻1号，2012年。
「世界市民の社会学──基本構成と主要論点」『桃山学院大学社会学論集』
47巻1号，2013年。
「団塊世代論の中心問題──現代社会論の視点から──」『桃山学院大学社
会学論集』48巻1号，2014年。
「吉本隆明とキリスト教」『桃山学院大学キリスト教論集』49号，2014年。
「ギデンズのウェーバー研究──社会理論の中心問題」『桃山学院大学社会
学論集』48巻2号，2015年。
「ギデンズのデュルケム研究──デュルケム社会理論再考」『桃山学院大学
社会学論集』49巻1号，2015年。
１５０ 桃山学院大学社会学論集 第52巻第2号
「戦後日本国家の変容──脱伝統化と高度近代化の中で」『桃山学院大学人
間文化研究』第2号，2015年。
「ギデンズのマルクス研究──近代社会の構造と変動」『桃山学院大学社会
学論集』49巻2号，2016年。
「ギデンズのゴフマン研究──構造化理論の体系化」『桃山学院大学社会学
論集』50巻1号，2016年。
「ギデンズとイギリス知識人──R．ウィリアムズ，E．P．トムスン，T．H．
マーシャル──」『桃山学院大学社会学論集』50巻2号，2017年。
「ギデンズのコント研究──実証主義批判の展開──」『桃山学院大学社会
学論集』51巻1号，2017年。
「食・農業・村落と吉本隆明」『桃山学院大学社会学論集』51巻2号，
2018年。
「ギデンズと社会学者たち──補遺」『桃山学院大学社会学論集』52巻1
号，2018年。
（6）共著論文
「大学問題の社会学（1）」（北川紀男，上田修，原田達との共著）『桃山学
院大学総合研究所紀要』33巻2号，2007年。
「大学問題の社会学（2）」（北川紀男，上田修，原田達との共著）『桃山学
院大学総合研究所紀要』33巻3号，2008年。
（7）辞典項目，書評，翻訳，資料
辞典項目：「国家の社会学」「ポスト福祉国家と第三の道」日本社会学会
社会学事典刊行委員会編『社会学事典』丸善，2010年。
辞典項目：「行為と構造」「闘争理論」日本社会学会理論応用事典刊行委
員会編『社会学理論応用事典』丸善，2017年。
書評：鈴木幸寿編『権力と社会』（誠信書房，1983年）『社会学評論』36
巻1号，1985年。
書評：宮台真司『権力の予期理論』（勁草書房，1989年）『社会学評論』
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41巻2号，1990年。
書評：今枝法之『ギデンスの社会理論』（日本経済評論社，1990年）『ソ
シオロジ』36巻1号，1991年。
書評：松田博・鈴木富久編『グラムシ思想のポリフォニー』（法律文化社，
1995年）『桃山学院大学社会学論集』29巻2号，1995年。
書評：アンソニー・ギデンズ（松尾精文・松川昭子訳）『親密性の変容』
（而立書房，1995年）『神戸女学院大学女性学評論』36巻1号，2001
年。
書評：「読者の声：『現代社会学』等と『新社会学研究』──新雑誌の意義
の確認と将来展望」『新社会学研究』第3号，2018年。
翻訳：分担訳『新しい世紀の社会学辞典』ミネルヴァ書房，1996年（丸
山哲央監訳・編集。原著はAbercrombie, N., Hill, S. and Turner, B. S.,
ed., The Penguin Dictionary of Sociology,1984.）。
翻訳：アンソニー・ギデンズ「構造主義・ポスト構造主義・文化の生産」
（藤田弘夫監訳『社会理論と現代社会学』青木書店，1998年。原著は
Giddens, A., Social Theory and Modern Sociology, Polity Press,1987.）。
資料：「飯島伸子先生との思い出──茶坊主日記──」飯島伸子先生記念
刊行委員会編『環境問題とともに──飯島伸子先生追悼文集』2002年。
資料：「社会理論研究50年」『桃山学院大学社会学論集』52巻2号，2019
年。
以上のようにささやかながら充実した研究者人生を歩めたことを，恩師の
先生方を始め，友人諸氏，そして何よりも34年間お世話になった桃山学院
大学の教職員の皆さんに心より感謝申し上げます。
１５２ 桃山学院大学社会学論集 第52巻第2号
